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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 
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 経済産業省は 12 日、アスベストを含有する家庭用品の製造・輸入の実態調査の結果について発

表しました。124 社 521 製品の実績が報告され、うち 8 月末現在で製造されているアスベスト含

有の家庭用品は 19 製品あることが判明しました。経産省は同日付で遅くとも 10 月末までに代替

化するよう関係団体を通じて企業に要請し、同省ホームページに調査結果を掲載しました。 

 調査は 8 月上旬から 1 ヶ月かけて実施し、家庭用品関連の 222 団体を通じて 2 万社以上に調査

を依頼しました。製造が行われているアスベスト含有の家庭用品は電気自転車や石油給湯器、冷

蔵庫、電気スタンドなどの部材やパッキンとして使われていました。 

 経産省は調査結果を厚生労働省など関係省庁に提供し、アスベストを含有した製品の製造を行

っている、もしくは行っていた企業に対し、消費者への情報提供と相談体制の整備を要請しまし

た。 

 

～アスベストを含有する家庭用品の実態調査の結果について～ 

 (1)現在も製造が行われているもの＝14 社 19 製品 

  ・通常使用時にアスベストの放出可能性ありと報告があったもの＝なし 

・通常使用時にアスベストの放出可能性はないと報告があったもの＝13 社 18 製品 

  ・通常使用時のアスベストの放出可能性について改めて調査を 

行っているとの報告があったもの＝1社 1製品  

 

 (2)過去に製造等が行われていたもの＝118 社 502 製品 

  ・通常使用時にアスベストの放出可能性ありとの報告があったもの＝2社 2製品 

・通常使用時にアスベストの放出可能性はないと報告があったもの＝114 社 495 製品 

・通常使用時のアスベストの放出可能性について改めて調査を行っている 

との報告があったもの＝5社 5製品 

 

資料：2005 年 9 月 13 日付 日刊工業新聞 
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